
金
滞
古
蹟
志
巻
廿
ニ

に
、
葛
巻
昌
典
自
記
に
、
元
総
四
年
三
月
廿
八
目
、
長
谷
川
内
匠
事

不
発
悟
陀
て
勝
手
仕
損
じ
、
奉
公
難
昌
相
勤
-
K
依
て
、
知
行
被
=
召
上
一

在
郷
被
a
仰
付
二
ニ
十
人
扶
持
被
v
下
v
之
。
せ
が
れ
主
計
・
逸
角
儀
は
、

御
活
習
被
昌
差
除
二
則
髪
執
り
、
主
計
は
組
外
へ
被
ν
加
、
逸
角
は
最
前

之
通
り
新
番
へ
被
邑
指
加
で
此
の
儀
昨
日
支
配
方
申
a
政
之
↓
と
見
b
、

松
窓
公
年
穏
に
‘
費
永
四
年
五
月
廿
三
日
長
谷
川
内
匠
久
々
配
所
に

罷
在
候
庭
、
御
菟
被
=
仰
付
一
審
領
千
石
如
v
元
賜
ν
之
。
と
あ
り
て
、
一
冗

線
開
年
よ
り
賓
永
四
年
ま
で
、
凡
十
七
少
年
越
中
大
浦
に
在
郷
す
。

大
浦
は
新
川
郡
の
村
落
に
て
、
滑
川
の
近
郷
左
り
o
h
a
も
ふ
に
、
回
定

よ
り
さ
き
藩
士
佐
々
主
殿
も
采
地
千
石
賜
は
り
居
た
る
慮
、
不
経
済

に
て
借
財
二
百
貨
自
に
及
び
、
動
仕
も
成
り
乗
る
に
依
っ
て
、
延
貸

六
年
九
月
村
井
藤
十
郎
へ
漬
け
ら
れ
、
父
子
共
に
自
盤
を
命
ぜ
ら
れ

た
り
。
右
長
谷
川
内
匠
も
家
総
千
石
に
て
、
不
経
済
を
極
め
た
れ
ど
、

在
郷
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
後
、
元
の
如
〈
欝
領
を
賜
は
り
召
返
さ
れ
け

る
た
り
。

。
妖
物
屋
敷
偉
話

此
の
屋
敷
は
、
邸
ち
長
谷
川
内
匠
の
欝
邸
に

τ.
縁
切
宮
の
向
ひ
、
竹

岡
市
三
郎
居
邸
の
隣
地
也
。
此
の
邸
地
を
ぽ
、
昔
よ
り
妖
物
屋
敷
と

被
昌
召
出
↓
養
父
は
竹
田
金
右
衛
門
と
一
式
ふ
横
山
山
城
守
の
家
人
民

て
、
質
父
は
大
場
采
女
と
い
ふ
村
井
兵
部
の
家
人
也
。
と
見
ゆ
。
叉

武
家
耳
底
記
に
は
‘
市
三
郎
養
父
竹
岡
金
右
衛
門
は
、
越
後
浪
人
怠

る
成
、
佐
久
間
甚
八
郎
の
紹
介
に
依
り
て
、
足
垣
頭
山
田
八
右
衛
門

の
家
人
と
成
b
.
二
百
石
給
奥
せ
ら
れ
し
が
、
八
右
衛
門
金
滞
を
退

去
せ
し
比
、
横
山
大
膳
へ
置
土
産
陀
友
し
‘
大
膳
の
家
人
と
成
り
、

三
百
石
を
給
奥
せ
ら
れ
し
か
ど
、
資
子
た
く
、
大
場
の
庶
子
を
養
ふ
。

是
市
三
郎
也
。
器
量
能
吉
に
付
、
利
常
卿
児
小
姓
に
召
出
さ
れ
、
甚

だ
出
頭
し
て
取
立
て
ら
れ
し
と
い
へ
り
。
竹
田
金
右
衛
門
が
事
は
、

岡
町
横
山
氏
下
邸
の
僚
に
詳
記
す
。
今
枝
直
方
自
記
に
云
ふ
。
家
般

の
臼
〈
、
竹
間
市
三
郎
と
い
ふ
は
、
見
小
姓
の
時
微
妙
院
殿
御
寵
愛

他
に
超
え
た
り
。
竹
田
は
横
山
山
城
守
長
知
家
躍
の
子
た
り
。
御
逝

去
の
刻
は
、
一
筋
に
気
味
よ
く
御
供
仕
り
た
り
。
常
は
と
ら
へ
が
た

き
事
を
も
、
若
き
者
陀
は
似
合
は
ざ
る
と
ら
へ
手
た
ど
、
と
り
ん
¥
陀

申
せ
し
が
1

常
に
是
の
み
心
掛
け
し
と
聞
え
し
が
、
ま
た
き
ょ
う
成

る
も
の
に
て
も
有
り
し
。
命
を
拾
っ
る
に
も
、
常
の
き
よ
う
に
内
々

の
心
懸
が
つ
ど
ひ
て
、
快
く
御
供
も
し
た
る
と
見
え
し
と
い
ひ
、
叉

前
田
直
忠
日
く
、
市
三
郎
は
常
々
鷹
野
に
出
づ
る
に
も
、
ゆ
か
た
と

金
揮
官
蹟
志
巻
廿
ニ

四

呼
び
て
明
地
と
た
し
‘
惑
地
と
い
ひ
僻
ふ
る
廃
.
文
政
年
中
藩
士
松

本
氏
此
の
地
を
帥
試
み
て
拝
領
し
、
初
め
て
家
作
し
‘
未
だ
落
成
せ
ざ
る

内
、
留
守
居
に
下
男
を
置
を
け
る
に
‘
毎
夜
妖
怪
出
で
、
種
々
奇
怪

の
事
あ
り
と
て
‘
下
男
甚
だ
恐
怖
し
け
り
。
松
本
氏
共
の
由
を
聞
き
.

臆
病
-
な
り
と
自
身
往
き
て
止
宿
す
る
に
、
勇
気
に
恐
れ
け
ん
何
の
異

綿
製
も
左
〈
.
遂
に
家
作
落
成
し
、
家
内
引
移
り
、
無
v
慈
居
住
せ
り
。

駿
穫
後
家
屋
を
段
ち
、
今
は
町
家
政
戸
と
せ
り
。

。
竹
岡
市
三
郎
部
跡

長
町
五
番
丁
也
。
延
貨
の
金
津
国
民
、
前
日
二
十
九
間
四
尺
五
寸
・
奥

行
東
側
三
十
聞
こ
尺
・
西
側
三
十
聞
と
あ
り
。
元
組
市
三
郎
忠
種
は
、

貨
は
村
井
兵
部
家
人
大
場
采
女
と
云
ふ
者
の
子
也
。
横
山
山
城
守
の

家
人
竹
田
金
右
衛
門
と
云
ふ
者
の
養
子
と
成
る
庭
、
容
顔
美
麗
-
な
る

陀
依
り
て
、
利
常
卿
の
見
小
姓
に
召
出
さ
れ
、
遁
々
・
加
思
あ
り
て
家
総

三
千
五
百
三
十
石
に
至
り
、
邸
地
を
愛
に
賜
ひ
、
子
孫
世
々
居
住
せ

し
か
ど
.
明
治
厳
務
置
賜
の
際
、
家
屋
を
段
ち
地
所
を
費
却
し
て
泡

去
せ
り
。

O
竹
岡
市
三
郎
忠
種
健
結

岡
事
昌
披
問
答
に
去
ふ
。
市
三
郎
忠
種
、
寛
永
五
年
利
常
卿
子
小
姓
に

協
指
と
の
新
し
き
を
奇
麗
に
し
て
‘
挟
箱
へ
入
れ
持
た
せ
し
と
い
へ

り
。
叉
菊
池
直
辰
の
回
〈
、
竹
岡
市
三
郎
児
小
姓
に
出
で
し
頃
、
或

乗
燭
の
前
後
御
前
に
伺
公
の
節
、
次
の
間
よ
り
ど
ろ
/
¥
と
し
て
来

-
る
。
予
ν
時
見
小
姓
ど
も
騒
ぎ
け
る
刻
、
市
三
郎
は
小
脇
指
を
さ
し
て

居
け
る
が
、
御
次
よ
り
大
た
る
白
き
物
来
る
を
抱
き
て
、
脇
指
を
抜

き
‘
か
の
白
き
も
の
に
さ
し
あ
て
訟
が
ら
‘
燭
の
出
づ
る
を
待
ち
た
る

に
、
燭
を
以
て
見
れ
ば
、
白
犬
の
大
な
る
に
て
ぞ
有
り
し
。
少
人
に

は
沿
と
た
し
き
行
跡
と
‘
何
れ
も
感
ぜ
し
と
-
X
A
。
と
い
へ
り
。
藤

田
内
競
允
安
勝
筆
記
に
去
ふ
。
竹
田
市
三
郎
・
古
市
左
廷
は
、
被
=
仰

付
-
御
用
品
極
候
事
は
無
v
之
.
御
臆
方
又
御
馬
等
之
儀
杯
を
相
勤
申

体
に
候
。
叉
云
ふ
。
初
稲
之
時
分
は
.
市
三
郎
・
左
近
杯
鹿
野
に
罷

出
で
、
則
ち
稲
を
切
候
て
罷
蹄
り
、
御
前
に
持
出
で
、
.
ど
の
漣
へ
鷹

野
に
罷
出
取
参
候
由
申
上
げ
入
a
御
覧
-
候
一
廃
、
御
手
に
御
取
被
v
成、

貸
入
之
体
を
御
覧
被
v
遊
、
善
悪
之
様
子
何
角
御
意
被
v
成
候
。
と
い

ふ
事
友
ど
を
記
載
せ
り
。
さ
て
三
登
記
に
一
試
ふ
。
高
治
元
年
九
月
上

旬
利
常
卿
江
戸
を
御
立
ち
.
小
松
へ
第
v
入
給
ひ
け
る
鹿
‘
十
月
十
二

日
の
夜
、
頓
に
逝
去
し
給
ひ
け
り
。
竹
岡
市
三
郎
・
古
市
左
近
雨
入
は

江
戸
に
御
磁
し
置
き
‘
綱
紀
卿
御
機
嫌
の
鉢
を
官
土
候
様
に
と
、
.
被
且

五




